	2008.6.23の映像表現論へのご質問におこたえして


1. いまでも日本ではSFXという言葉が特殊撮影技法を示す言葉として（映画の宣伝などに）使われていますが、これがVFXという（正しい）言葉の使いかたに統一されることはあるのでしょうか？

　　こういう知識がだんだん日本の観客に根付いていけば、次第に「VFX」が定着すると思いますよ。この授業を始めた10年前に比べれば、宣伝などでも、だいぶ「SFX」は減り、「VFX」が定着してきたように思われます。
2.特撮の模型をつくる仕事はなんというのですか？特撮用のミニチュアというのはやはり値段は高いのでしょうね？ミニチュアを作るのにどのくらいの時間がかかるのですか？

　　映画のクレジットには、（ミニチュア）モデル誰々という表記があったり、まれにモデラーとかミニチュアクラフト、邦画なら「模型　誰それ」などの言い方が見られますね。あえて決定的な役職名の用語はないように思います。日本映画では、美術部の役割としての「造型」の仕事がこれに含まれていることが多く、「操演」の仕事にも重なります。日本映画の模型製作では「一尺百万」という言葉がありました。一尺、つまり30センチ強のサイズで百万円、1メートルの模型ならその3倍（300万円）というのが、ミニチュアの予算の目安という意味ですが、本当にそんなに対価を貰っていたのかどうか私には謎です。大きな模型になると制作に数ヶ月という話しをよく聞きますが、映画製作のスケジュールもあるし、また撮影だけに使えれば、恒久的な使用には耐えなくてもいいので、結構、2～3週間で間に合わせてしまうことも多いと思います。そうでないと撮影に間に合いませんから。専門家の仕事の手際は大したモノですよ。

3.なぜ合成用の背景は青なのですか？黒・白・赤などでないのはなぜですか？

　　人間の皮膚の色からもっともかけ離れた色ということで、昔は青（ブルーバック）がよく使われました。その後、照明の陰の部分の青い表現をいかすためとか、青い目の俳優さんもいるというような理由などから、緑の背景（グリーンバック）のほうがよく使われるようになってきました。青でも緑でも、要するに人間と背景とをくっきりと分離できるような色であればいいわけです。その点、黒は髪の毛や影の部分との分離が困難だし、白や赤も人間の皮膚の色と同系色なので合成用キー色としては使いにくいのですが、今は輝度で抜く方法もあるので、一概に駄目ではありません。
4.サンダーバードの特撮の方法を知っていたら教えてください。

　　サンダーバードの生みの親である シルヴィア・アンダーソン自身が、その思い出や製作技法について明らかにした『Yes m'lady』という本が、日本では奥田祐士さんの訳で、『メイキング・オブ・サンダーバード : シルヴィア・アンダーソン自伝』として、白夜書房から1992年に出版されています。これを読むと特撮の方法だけではなく、作者のさまざまな思いがよくわかって、とても素晴らしい本です。情報大の図書館にはないですが、私が個人的に持っているので、読みたければお貸しします。古本屋やネットオークションなどでも入手できると思います。昔は日本でも「サンダーバード展」がたびたび開かれ、私も撮影に使われたミニチュアなどを見に行ったものです。最近は「サンダーバード展」も開かれなくなってしまいましたが、不朽の名作であることは揺るぎありませんね。
5.『獣人雪男』『ノストラダムスの大予言』という映画は‘差別的’などの問題シーンがあるとしてDVD化されていないのですが、先生は見たことがありますか？どんな内容でしたか？

　　　『ノストラダムスの～』は公開時に観ました。世界の水爆戦争の果てに、生き残った人々がケロイド状の妖怪のような姿になり、それを撃ち殺していくという描写が、広島・長崎の被爆者への配慮を欠いているとして抗議を受けたのは事実だったと記憶します。『獣人雪男』についても話しは聞いてますが、私は見たことがありません。
6.妖怪大戦争のエキストラは映像ゼミ生なのですか？ただのバイトですか？何人くらい参加したのですか？

　　映像ゼミ生にLVTの下級生を加えて、総勢50人ほどで参加しました。アルバイトではなく（だから報酬はゼロ円）、ボランティアとしての参加です（日本映画のエキストラの多くは現金での報酬はなく、弁当が出て、Tシャツをもらえる程度のことが多いです）。『妖怪大戦争』の場合は、ゼミ生の現場体験学習という位置づけで、学バスを仕立てて参加してきたものであり、我々のテレビ番組（情報大ステーション）と角川映画とのタイアップ事業でした。千葉市内の映画館で『妖怪大戦争』が封切られたときは、情報大生が撮影に参加したことの新聞記事（千葉日報）が拡大コピーして飾られました。要するにメジャーの映画宣伝に大学のゼミが加担し、体験学習の場にしたということです。
7.伊藤先生がスターウォーズですごいと思った場面はどこですか？伊藤先生のおすすめ特撮映画は何ですか？
　　最初に『スターウォーズ』を見た時は１カット目から凄いと思いましたが、技術だけでいえば当時でも必ずしも最先端なわけではなく、それよりも作品全体としてのイメージ造形が素晴らしいと思いました。古今東西の名作映画を換骨奪胎してオモチャの世界で再現しているような世界観に感心したのです。例えば英国映画の『空軍大戦略』が、Xウィングの空中戦の場面に生かされている所などです。CGが多用されるようになるにつれて、こちらも慣れてしまい（麻痺してしまって）、あまり特撮の凄さを感じなくなってしまったのはある意味残念なことで、これというオススメが言い難いのですが、最近の映画では、スピルバーグの『宇宙戦争』で、車の周りをカメラがぐるっと廻るカットに驚きました。個人的には、タルコフスキー監督の『サクリファイス』のプールを歩いていく場面の‘蝋燭’、同監督の『鏡』でのヘリコプターでの風の起こし方など個人的な映画の原点でもあります。『ロードオブザリング』の強制遠近法による撮影なども感心しました。あえて特撮映画でオススメするなら、初代『ゴジラ』や『2001年宇宙の旅』などの古典ですかね。

